
土器に書かれた

文字の謎！

　３区の西端でみつかった平安時代（約 1100 年前）の溝には、多くの土器や木製品など

が捨てられていました。その中に、墨で文字が書かれた「墨書土器」がありました。須恵

器の坏というお茶碗のような土器の底面に、“門西” や “門東家二” と書かれています。こ

れらの文字の意味は、門の西側にある建物で使われた器、門の東側にある家で使われた器

ではないかと推測しています。“二” は家もしくは器の数を表わしているのかもしれません。

当時、文字を書いたり読んだりできるのは、役人や貴族、僧侶などに限られるため、そう

した人々がこの場所にいたと考えられます。

　調査区内では建物の柱穴がたくさんみつかっていることから、土器に書かれているよう

な門や家があったのではないかと期待しています。

　室町時代  （約 600 年前）の田んぼの
さらに下層から、田んぼと、南から北
へ流れる水路が姿を現しました。
　水路の中から土器などの遺物が出土
していないため時期はわかりませんが、
室町時代よりも古い田んぼの用排水路
と考えられます。田んぼの畦は、室町
時代の耕作によって失われていました
が、水路に沿った位置に畦が築かれて
いたのでしょう。
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　いよいよ夏本番 !! 今年は梅雨の頃から気温が高いの
で、かなりの猛暑となりそうですが、炎天下の中、作
業を頑張って進めています。
　各現場では、連日の暑さも吹き飛ぶ発見が相次いで
います。いち早くホームページや通信でお知らせしま
すのでお楽しみに !!

種 実

粘 土

空 洞

固まった樹脂を電子顕微鏡でみてみると…

穴

土器の表面にある穴（約 0.5 ㎝大） 穴の中に、歯医者さんが歯型をとる
のに使う樹脂を流し込みます。

樹脂が固まったら土器から外します。

固まった樹脂

こりゃなんだいや？

答えはコメです。下図のように、土器をつ
くる時に粘土の中にまぎれこんだ植物の種
実が、土器を焼くと燃えて、そこが空洞に
なります。その空洞に樹脂を流し込み、型
をとって電子顕微鏡で観察すると、種実の
種類がわかります。
こんな小さな穴でも、昔の人たちが利用し
ていた植物を知る上で、大きな手がかりと
なります。
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　古代 ( 約 1200 ～ 1300 年前 ) の土器を含む黒っぽい土を掘り下げている

と、田んぼの畦 ( あぜ ) のあとが出てきました。

古代の田んぼ

発見！

高住牛輪谷遺跡
高住井手添遺跡

　縄文時代晩期（約 3000 年前）に埋もれたと考えられる川の跡を調査

中です。川を埋める砂の中からは、たくさんの木のほか、トチやクルミ、

ドングリなどの木の実がそのままの形でみつかっています。地下水を

含んだ砂が、植物質の遺物をよく保存してくれたのでしょう。

　縄文時代のカゴは、鳥取市内

の布勢遺跡、桂見遺跡などで出

土例があります。両遺跡とも、

湖山池の南東岸に位置し、高住

井手添遺跡から東に２kmほどの

距離にあります。

　湖山池に面した低湿地に位置

する遺跡は、まるでタイムカプ

セル。数千年の時を超えて、縄

文時代のくらしを鮮やかに伝え

てくれます。

縄文時代の

　　手工芸！
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　さらに驚いたことに、砂の中には植物のツルで編まれたカゴが当時のままの姿で埋もれていました。

縦方向のツルを、横方向の２本のツルで挟みこむように編んでおり、カゴの口の部分は、ほつれない

よう丁寧に仕上げています。同様のカゴは６点みつかっており、さらに増える可能性もあります。

　周辺では人の足跡もみつかっています。足

跡は白い砂で埋まっており、近くには牛の足

跡もありました。はだしで田んぼに入り、牛

をつかって耕していた光景が浮かびます。

　そのうちの一つと、私の足を

比べてみました。古代の人の足

の大きさも、現代とあまり変わら

ないようです。

白い線が引いてある部分が

田んぼの畦のあとです

白い線が引いてある部分が

田んぼの畦のあとです

比べている足の大き

さは 24cm。

足跡は 26cmほどあ

るようです。

比べている足の大き

さは 24cm。

足跡は 26cmほどあ

るようです。

ふせ かつらみ
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　調査を始めて 2 カ月あまり。現在は、先月お知らせした暗渠や江戸～昭和時代に使われ

たと考えられる農業用水路の下を掘り下げています。

　すると、幅が 4 ～ 5ｍほどある、室町時代（約 500 年前）の溝がみつかりました。

　今回みつかった溝は、江戸～昭和時代のものとほぼ重なる場所にありますので、おそら

くは同じように田んぼの水路だったと思われます。

　同じ場所にくりかえしつくられていることから、高住の人々にとって、ここに水路があ

ることは、農業を行う上で重要なことだったのでしょう。

くりかえし

つくられた溝！

溝を南からみた写真（青く塗っている部分）

黒い点線は江戸～昭和時代の水路があったところです。

溝の中からみつかった青磁

約 500 年前に中国でつくられたものです。

　溝の真ん中で、人の拳ぐらいの大きさ

の石がたくさんみつかりました。

　どうして、ここにだけ石が集中してい

るのでしょう？今後、調査を進めていき

ます。

あんきょ


